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長良川河口堰の問題 

国土問題研究会事務局長  中川 学 



長良川河口堰 

長良川河口堰位置図 
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長良川河口堰 

• 完成：1994年 試験湛水実施 

• 運用開始：1995年 

• 堤頂長：661m 

• 堰高：8.2m 

• 建設費：約1,500億円 

• 事業者：水資源機構ダム事業部 

• 長良川に初めて造られた堰。長良川はこの河口
堰ができるまで、本州で唯一の本流に堰の無い
大きな川だった。 
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長良川河口堰の目的と問題 

堰建設の目的 

• 治水：河床掘削により洪水流下能力増大 

• 利水（水道用水、工業用水）：塩水の遡上防止 

反対運動激化 

• 水質悪化など環境への影響大 

• アユ遡上できないことによる漁獲量減少 

• 汽水域消滅によるシジミ漁への影響 

• 生態系への悪影響 

• 底質の変化：止水域形成によりヘドロ、有機物 

• ムダな公共事業の典型例 etc. 

 



長良川河口堰反対カヌーデモ（1989年） 
ムダな公共事業の典型として全国的な反対運動に発展 
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（国交省ｈｐより） 
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（国交省ｈｐより） 

河口堰による利水効果の検証 



長良川河口堰 
木曽川流域における 
水需要予測と実績推移 



全国の水需要予測と実績推移 



長良川河口堰 
長良川河口堰 

（国交省ｈｐより） 

河口堰による治水効果の検証 



長良川河口堰 

1970年測量 
河床が2m以上高い 

河口堰による治水効果の検証 

（国交省ｈｐより） 

浚渫前に比べて、浚渫後の水位が低下していることを示したいようであるが、 

浚渫前の水位推定における河床高さは、2m以上も高い1970年データを用いている。 

これは浚渫前の水位を高く見せるためのごまかしである。（今本博健元京大教授談要約） 



洪水ではピークを過ぎると流量が少なくなるので、そのときに塩水楔が上流まで侵入する 
と同時に大量の海底泥を持ち込むことになる。浚渫はこれを助長する。 

河口堰による治水効果の検証 
河口部の水位は潮位に大きく支配されるため、浚渫の水位低下への効果は小さい。 
このため、河口部では拡幅が最善で、次善として堤防嵩上げが用いられるのが一般的である。 

浚渫しなくても3900 万m3の河積は確保されていた 
 ・ 地盤沈下によるもの：1500 万m3  
   ・ 浚渫によるもの：1500 万m3 
 ・ 砂利採取によるもの：900 万m3 （現在は禁止されているが） 
 ↓ 
河口堰による浚渫量を1000 万m3 とすると、それをしなくても2900 万m3 の河積増があった。 
浚渫は無用だった。 

地盤沈下により堤防も沈下しているから、堤防を地盤沈下前にまでまず戻すのが常道である。 

洪水時でも、河川水(淡水)と海水(塩水)は容易に混合せず、塩水楔が形成され、水面から 
河床までを有効河積として見込めない場合がある。このような場合、河川水と海水との境界 
面では混合と連行が起こり、連行に呼応して海底および河床付近で逆流が発生する。この逆 
流が海底泥を河川に運び、上流から運ばれてきた土砂とともに河床に堆積する。 

以上今本博健元京大教授談要約 



河口堰による環境影響の検証 



河口堰による環境影響の検証 

 

河道改修、堤防補強等に伴うヨシ原面積の減少 
 

 長良川下流部のヨシ原は面積：約140ha以上     約10ha 
 

ヨシ原面積減少の原因 
・ 高潮対策のための高潮堤防補強 

・ 消波工整備 

・ 洪水対策のためのしゅんせつ 

・高水敷(ブランケット)整備 

・堰上流側の水位が運用前と比べて約1ｍ高く維持されたこと 

Etc. 

（国交省ｈｐより） 
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（国交省ｈｐより） 

ヨシ原の減少 



（国交省ｈｐより） 

河口堰による影響の検証 
ヨシ原の減少 

（1991年） （2001年） 



河口堰による環境影響の検証 



河口堰による環境影響の検証 



河口堰による環境影響の検証 

（長良川河口堰検証専門委員会ｈｐより） 



河口堰による環境影響の検証 



河口堰による環境影響の検証 



河口堰による環境影響の検証 



河口堰による環境影響の検証 

試験運用 



長良川河口堰の問題 まとめ 

治水効果 → データにごまかしあり 
                河口堰による浚渫は的外れ  

利水効果 → 利水実績わずか 

                計画22.5m3/sに対し実績3.5m3/s  

環境影響    

・ ヨシハラ激減 
・ ヤマトシジミほぼ全滅 
・ アユなど漁獲量激減 
・ 底質のヘドロ化・溶存酸素量減 
・ アオコの発生など水質悪化 

Etc. 環境悪化が歴然 
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諫早湾干拓の問題 

国土問題研究会事務局長  中川 学 



諫早湾干拓地 

諫早湾干拓地位置図 



諫早湾干拓川 



諫早湾干拓川 

（グーグルマップより） 



諫早湾干拓 
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諫早湾干拓川 



諫早湾干拓川 



諫早湾干拓川 



 2013.4.14

かたよせ としひで 

片寄俊秀（元長崎総合科学大学教授） 



１ 事業目的のその後の経過と結果を、 
  もう一度見つめよう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 原点に戻って、この大切な諫早湾一帯の価値を再認識すること
から、合意形成への道程を構築したい。 









諫早干潟で遊ぶわたし 1980頃 











２ 「防災」効果の限界を明確に 
 1970年代に出された長崎県南部地域総合開発事業（通称「南総事

業」）では、諫早湾１万haを仕切り「淡水湖」の水を、水不足の長崎市
をはじめとする悲願の「上水道の水源」にすることが主目的の一つであっ
た。この水が「飲める」か「飲めない」かが当時大論争になり、結論とし
て事業は中止された。 
 いま「毒水」と言われているのが、その「淡水湖」の水！ 



1970年代の大長崎都市圏構想 





 次に締切面積を縮小して1982年に「防災干拓事業」が登場し、「諌早大水害」再来

に怯える市民の願いに応えるこの名称に、事業推進に反対しにくい空気が生まれた。
しかし「防災」の名称は1989年の事業実施段階では消されている。 

 低平地への高潮対策には一定の効果があるが、高台の地区には元々効果なし。
淡水湖の水位を1m下げていても豪雨時には水位が上がり、元々低平地はポンプ排

水に頼る構造だったのだ。だが、この事業が諌早市民の悲願の「防災」に効果ありと
信じさせられた人は、今も少なくない。真に有効な防災対策を別途急ぎたい。 

当初事業計画で市役所や高台の辺まで「防災効果」ありとする虚偽の説明で B/C
（費用対効果）をクリアし、にのち「計画変更」により対象町名を秘かに消去した。
当時の官僚による驚くべき「でっち上げ」操作！ 

上町、栄町、八坂町、本町、東本町、原口町、小川町 

毒水を毎日毎日 
有明海に放流中 



開門による諫早湾問題の解決へのロードマップ 

newムツゴロｰド構想 

 

①事業目的の破綻・放棄 

②防災効果のウソ 

③巨大な毒水湖の出現 

④有明海異変 

⑤莫大な借金・住民負担 

⑥地域経済の地盤沈下 
 

●未来に希望なし 

①海水導入・浄化促進 

②有明海の復活・再生 

③エコツーリズム展開 

④防災効果アップ 

⑤地域経済の持続的
発展・住民の幸せ 

 未来に明るい希望● 











新干拓地農業展開 見学・体験 

連続防潮ゲート 

諌早湾エコミュゼ・センター 

    海と里の幸マルシェ 

「いさはや環境博覧会都市」構想（中核施設 newムツゴロード） 

干潟保全・自然観察・育てる漁業・農漁業体験・食文化の展開・海洋レジャー・市場 

葦原と干潟の復活 


































